
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）
担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 一般国道９号 東伯・中山道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
とうはく なかやま

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：鳥取県東伯郡琴 浦 町槻 下 延長
とっとり とうはく ことうらちょうつきのした

至：鳥取県西伯郡大 山 町八重 １２．０km
とっとり さいはく だいせんちょう や え

事業概要

一般国道９号は、京都市から下 関市に至る延長約７３０㎞の主要幹線道路である。
きょうと しものせき

東伯・中山道路は、一般国道９号の混雑緩和、安全・円滑な交通の確保、災害時の緊急輸送道路の代替
とうはく なかやま

路としての機能を果たすとともに、山陰地方における高規格道路網の一部を形成する路線で、広域交流の
促進及び地域活性化に寄与する延長12.0kmの自動車専用道路である。
Ｈ１１年度事業化 Ｈ９年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１５年度工事着手

全体事業費 約５９０億円 事業進捗率 ７１％ 供用済延長 －
計画交通量 22,600 ～23,300 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 3.1 218 / 590 億円 1,814 / 1,814 億円(事業全体)

事業費： 186/ 559 平成２０年億円 走行時間短縮便益：1,485/1,485億円

億円 走行経費減少便益：220 /220 億円(残事業) 8.3 維持管理費：31/ 31
交通事故減少便益：108 /108 億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C＝ 8．6 （交通量+10％） B/C＝ 8．1 （交通量-10％）
事業費変動 ：B/C＝ 7．7 （事業費+10％） B/C＝ 9．1 （事業費-10％）

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（混雑解消による路線バスの定時性確保が見込まれる）
・国土・地域ネットワークの構築（倉吉市と米子市を最短時間で連絡する）他１６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
東伯・中山道路は、国道９号の混雑緩和、災害時における緊急輸送路としての代替路としての機能等の重
要な役割を果たすことが期待されており、沿線首長で構成される「一般国道９号東伯淀江間高規格改築促
進協議会」により、一層の建設促進について要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、 、 。国道９号の市街地は 朝夕を中心に交通渋滞が発生しており 交通事故による通行止めも発生している
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成19年度末時点で、用地買収については完了。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
平成20年代前半の全線暫定供用を目指し、事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等
発生材の有効利用、少数桁橋梁の導入等によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

 


